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ケース名 実験条件

1 水中投入（衝撃圧確認用）

2 実施工模擬（地盤強度考慮）

3 高含水比地盤への投下（w=130%）

人工干潟造成地での強制置換法による中仕切り堤の構築人工干潟造成地での強制置換法による中仕切り堤の構築人工干潟造成地での強制置換法による中仕切り堤の構築人工干潟造成地での強制置換法による中仕切り堤の構築    
 

東洋建設㈱     ○柳畑 亨   鶴ヶ崎 和博 
東洋建設㈱       高橋 武一  工藤 公秀  
堺 LNG㈱      大石 富彦        
関西電力㈱      原口 和靖        

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
大阪湾岸和田市沖の阪南２区整備事業区域内において，舶地浚渫で生じた浚渫粘土を用いて人工干潟の造成が

行われた．前報１），２）に示すように，投入された土砂は含水比が 100％～200％の幅をもって分布しており，不均

一な状態であった．施工は，グラブ浚渫した土砂を直投方式と空気圧送方式により造成することで当初計画され

たが，浚渫粘土の流動性が大きく，施工途中で投入された粘土が潜提を乗り越えるおそれが生じ，粘土流出によ

る周辺海域への影響や所定量での干潟造

成が困難な状況が予想された．そこで，す

でに堆積している粘土層に対して中仕切

り堤を強制置換により構築し，その内側に

土砂を投入することにより所定断面の確

保を図ることとした．本報では，室内模型

実験での強制置換による中仕切り堤構築

に関する調査や中仕切り材選定に関する

現地試験施工および投入後の中仕切り堤

の形状調査結果について報告する． 
２．強制置換による中仕切り堤構築を想定した遠心模型実験２．強制置換による中仕切り堤構築を想定した遠心模型実験２．強制置換による中仕切り堤構築を想定した遠心模型実験２．強制置換による中仕切り堤構築を想定した遠心模型実験    
 強制置換工法による中仕切り堤の構築は，古くから見られるものの，経験

的な手法により実施されているため，確立された設計法はない状況である３）．

さらに本現場のように，置換対象となる浚渫粘土の含水比分布が不均一で，

且つ層厚が比較的大きい場合には管理しにくいことが予想された．また，材

料によっては，断面が大きくなることも予想されたため，逆に不経済となる

おそれもあった．そこで，遠心模型実験での強制置換法による中仕切り堤構

築のシミュレーションを行った． 
 実験には現地堺沖の浚渫粘土を使用するとともに，中仕切り堤の材料とし

ては，珪砂（粒径 1～3mm）を利用した．図-2 に実験概念図を示す．実験

は事前の調査から判明した堆積泥の強度分布になるように自重圧密を行っ

た後に，実際の施工速度から換算した投下ピッチで段階的に珪砂を投入した．

表-１に実験ケースを示す．なお，現地での施工方法と比較して，遠心実験

では落下高さをコントロールできないことや落下運動に関する相似則への

懸念もあったことから，実施工の模擬実験とは別に衝撃圧などの影響の有無

を確認する目的で，水中への投下や堆積粘土層の含水比を変化させた投下実

験も実施した．実験時の遠心加速度は 100G とし，堆積泥の初期層厚は 10cm（実換算 10m）とした． 
 図-3～図-5 に，実験後の断面状況および模式図を示す．まず水中投下の場合（ケース 1），図-3 に示すように堆

積土砂の勾配はほぼ 1/1.5 勾配となり，本実験における衝撃圧等の影響は特にないものと判断した．施工を模擬し

図-2 実験概念図 

表-1 実験ケース 

堆積泥層10cm

段階投入用土槽

モータージャッキ

移動

ホッパー

土砂落下

図-1 完成断面図 
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た場合（ケース 2）は，図-4 に示すような塊状の断面形

状で堆積しており，最下層部は粘土と混ざりながらも着

底していた．一方で，堆積泥の含水比が高い場合（ケー

ス 3）は，所定量の珪砂を投下したにもかかわらず，堆

積していく状況は全く確認できず，堆積泥の最下層部に

粘土と混ざり合った状態で珪砂は一様に広がっていた． 

３．現地での試験施工３．現地での試験施工３．現地での試験施工３．現地での試験施工    
    現地では，平均粒径 100mm 程度の雑石と粒径 50mm 以下の山砂での試

験施工を実施した．各土砂は落下高さがゼロとなるように，グラブを用いて

堆積泥上に断続的に静置していった．施工中は投入土砂の沈下計測を行って，

堆積泥層へのめり込み状況を確認した．また施工後，付き棒による上部法面

形状の確認を行うとともに，ボーリング調査を行って既海底面への着底状況

を確認した． 
試験施工の結果として，図-6 に雑石の想定堆積断面図

を示す．図中の実線は実際の計測値から得られた形状で

あり，破線は直接的には計測できないものの，投入量や

遠心模型実験結果から推定された断面形状である．これ

より投下された雑石はさほど広がらずに塊状に堆積して

おり，既海底面にも着底していることが明らかとなった．

また，別途実施した数値解析から，安定性にも問題が無

いことを確認した．一方，山砂の場合，その結果は紙面

の都合上省略するが，上部法面勾配は 1/3 勾配となり，

雑石と比較して不経済となることが明らかとなった． 
４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ    
室内での遠心模型実験および現地での試験施工より，

強制置換による中仕切り堤の構築に関する調査を行った．

その結果，既底面への着底状況や経済性から，雑石によ

る中仕切り堤の構築は有効であることが明らかとなっ

た． 
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図-6 中仕切り堤想定断面図（雑石） 

図-3 水中投入（ケース 1）-実験後状況 
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粘土地盤（珪砂の混入少ない）

ａ） 実験後の状況（模式図） ｂ） 実験後の状況 

図-4 実施工模擬実験（ケース 2）-実験後状況 
b) 地表面部拡大-実験後 ｃ） 中央部断面-実験後 
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図-5 高含水比地盤への投下（ケース 3）-実験後状況 

ａ） 実験後の状況（模式図） 

ｂ） 実験後の底部掘削状況 
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